
○事業所名 　オンライン砺波Ｎ

○保護者評価実施期間 令和8年2月2日 ～ 令和8年2月10日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 14 （回答者数） 14

○従業者評価実施期間 令和8年2月2日 ～ 令和8年2月10日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5 （回答者数） 5

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年2月27日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

環境整備と構造化 ・1階と2階に別れた建物の構造を有効活用して、活動ス
ペースを目的別に明確化しています。また、視覚スケ
ジュールを用いて活動の「見える化」を行い、お子様が見
通しを持って自発的に動ける環境を整えています。
・クールダウンスペースの設置により、お子様が気持ちを
安定させられる仕組みを用意しています。

・お子様の感覚過敏や特性に合わせ、パーテーションの
活用やクールダウンスペースの更なる充実を図り、より落
ち着いて、また楽しく活動できる環境設定を追求します。

2

適切な支援とチーム体制 ・毎日のミーティングや概ね半年ごとの中間評価会議を確
実に実施し、全職員で支援内容の振り返りや今後の支援
方針についての検討を行うチーム体制を構築しています。
また個別支援計画に基づいた専門的な支援を意識してい
ます。

・職員研修（外部・内部）の頻度を高め、新しい支援技術
の習得や特性理解の深化を積極的に図ることで、専門性
をさらに引き上げていきます。

3

迅速な情報共有と家族支援 ・SNS等のツールを活用し、日々の活動内容をお子様の状
況に合わせて迅速に共有しています。また、兄弟姉妹参
加型のイベント等、家族全体に寄り添う取組を行っていま
す。

・写真や動画の活用を増やし、活動の狙いやお子様の成
長がより具体的に伝わるような発信を心がけ、家庭との
共通理解をさらに深めます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

支援体制と職員配置
設備上の制約

・1階と2階に分かれている施設の構造により、動線の管理
や職員の連携において難しさを感じる場面があります。

・1階と2階で活動場所が分かれている利点を活かしつ
つ、1階と2階の移動が少なくなるように動線管理をしま
す。
・職員間の連携を強化し、お子様の移動や活動に支障が
出ないよう徹底します。
・研修等を通じ職員の専門性向上を進めます。

2

地域交流・活動の多様性
家族支援の充実

・当施設では屋内での基本的生活習慣の体得を最優先し
ていますため、外出は限定的です。
・兄弟姉妹および友人参加型の月例イベントが家族支援
および地域交流の場ともなっています。

・左記の月例イベントの仕組みをさらに追求します。
・多様な体験を毎日の活動に組み込むよう努めます。
・専門的な家族支援プログラム（ペアトレ等）の情報提供
機会を増やし、家族支援を強化します 。

3

組織的な体制の整備 ・BCP（事業継続計画）の策定を会社として着実に進めて
いますが、昨年10月に開所してからまだ訓練ができておら
ず、職員や利用者に十分に周知できていません。
・現場職員が業務改善について提案できる仕組みをより
拡充していくことが必要です。

・BCPの訓練を通じて、利用者への周知徹底を図り、また
都度防災訓練の実施状況を保護者様へ丁寧に報告しま
す。
・現場職員全員が業務改善案を出せる仕組み作り
（PDCAの活性化）をより一層進めていきます。


